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平成 30年４月 26 日 

各  位 

会 社 名  日鍛バルブ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 金 原 利 道 

（コード番号  6493  東証第 二 部） 

問合せ先  常務取締役  李   太 煥 

（TEL． ０４６３－８２－１３１１） 

 

 

減損損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は平成30年３月期の決算において、下記の通り減損損失を計上する見込みとなりまし

た。これに伴い、平成30年１月31日に公表しました平成30年３月期の連結業績予想を下記の

通り修正致しましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１． 減損損失の計上について 

当社の国内小型エンジンバルブ事業の主要拠点である山陽工場（山口県）においては、

主に四輪車用の中実エンジンバルブ及び中空エンジンバルブを製造しております。この

うち、中実エンジンバルブ事業については、将来事業計画を策定するにあたり設備の老

朽化や生産性の低下など、事業環境の変化に伴う収益性の低下による減損の兆候が認め

られました。これに伴い、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能

性を検討した結果、将来の回収不能見込額について減損損失約８億円を計上することと

致しました。 

当該事業は、引き続き高い需要があり、依然として人員の増員等で対応している状況

にありますが、生産性改善やコストの適正化を主体とする新たな再編活動を開始してお

り、当該活動を以って収益性の回復を目指してまいります。 

なお、同工場における中空エンジンバルブ事業は、順調な受注拡大と生産の安定化及

び原価低減の取り組みによりまして、生産性及び収益性が着実に伸長しております。 

 

また、野菜と花を人工栽培する子会社の株式会社Shune365において減損の兆候が認め

られ、将来計画を見直しました結果、同上の会計基準に基づきまして、回収不能見込額

について減損損失約１億円を計上することと致しました。 

2017年度は、横浜や鎌倉、箱根の有名ホテルや旅館、高級レストランの大口受注が実

現し、事業拡大と収益性改善の大きな動機付けになりました。今後も美味しい野菜と花

を安心、安全、安定して供給し続けられる企業に成長させ、同時に収益性の面でも早期

自立を実現致します。 

なお、当社において子会社株式評価損約２億７千万円を計上いたしますが、連結決算

には影響ございません。 
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２． 業績予想について 

（１）連結決算 

平成 30 年３月期通期連結業績予想数値（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益

又は 

当期純損失 

１株当たり 

当期純利益 

又は 

当期純損失 

前 回 発 表 予 想            EA（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

45,500 2,400 2,800 850 29.43 

A今 回 発 表 予 想            EA（Ｂ） 45,600 2,300 2,700 △350 △12.12 

A増  減  額          EA（Ｂ－Ａ） +100 △100 △100 △1,200  

A増 減 率            EA（％） +0.2 △4.2 △3.6 -  

（ご参考）前期実績 

（平成 29年３月期） 
43,175 3,483 3,618 1,413 48.92 

 

 

３． 修正の理由 

平成30年３月期の連結業績につきましては、現在決算手続き中であり、平成30年５月

15日に発表の予定ですが、上記のとおり、減損損失計上が見込まれ、その影響額の前回

発表業績予想に対する重要性に鑑み、平成30年３月期の連結業績予想を修正いたしまし

た。 

なお、配当予想につきましては前回公表値から変更ありません。 

 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実

際の業績等は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 
 


